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１．はじめに  

河川堤防の浸透破壊現象の一種である「盤ぶくれ」対策としては、川表のり尻付近へ遮水矢板を打設する川

表遮水工法や、難透水性材料を高水敷へ敷設するブランケット工法が一般的である。しかし、基礎地盤に透水

層が厚く堆積する場合や地下水涵養への影響が懸念される場合、或いは高水敷幅が十分に確保されない場合な

どでは、川表遮水工法やブランケット工法の適用が困難な場合がある。この場合の新たな対策工法としては、

堤防裏のり尻付近の被覆土層（粘性土層）を透水性材料に置換し、洪水時に被覆土層下面に発生する浸透圧を

低減させる工法があるものの、堤内側に民家が近接する狭隘な場所には適用困難である。 

本報では、在来工法の適用が困難な堤防に対する新たな対策工法として、「鉛直排水材による堤防強化対策

工法（以下、連続ドレーン工法と称す。）」の実河川堤防への適用性について、既往研究 1)を踏まえた解析的な

評価を行った結果を報告する。 

２．連続ドレーン工法の概要 

連続ドレーン工法は鋼矢板に鉛直排水材を沿わせ

た構造であり、堤内地に民地が隣接した狭隘な場所に

おいても圧入機を用いて施工が可能な工法である。堤

防裏のり尻に打設する連続ドレーンの先端は図-1 に

示すように被覆土層下部の透水層へ貫入させ、洪水時

に鉛直排水材を伝って基礎地盤透水層における浸透

圧を低減させることで、盤ぶくれに対する安全性を向

上させる工法である。鉛直排水材は図-2 に示すよう

に鋼矢板のウェブ部に連続的に設置する。 

３．実河川を対象とした解析評価方法 

連続ドレーン工法の対策効果は、降雨およ

び河川水位を外力とした２次元の非定常飽

和-不飽和浸透流解析により、堤防裏のり尻

の被覆土層下面に作用する揚圧力の経時変

化を把握し、盤ぶくれに対する安全性を指標

に検証を行った。 

(1)検討ケース 

検証モデルとして選定した実河川堤防の

概要を表-１に示す。Ｓ川は砂質土を主体と

する基礎地盤表層に 1.0m の被覆土層が堆積し、その上部に粘性土を主体とする堤防が築堤されている。また、

Ｍ川の基礎地盤には 20m 以上の礫質土が堆積し、その上部に被覆土層が堆積している。堤防裏のり尻付近に２

面張り水路が併走し、水路底面における被覆土層厚は 0.4m である。堤体材料は透水性の高い砂質土を主体と

する。 
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図－２ 鉛直排水材断面 

図－１ 連続ドレーン工法の概要 

S川 M川 備考

堤防高 (m) 5.4 5.5

天端幅 (m) 7.5 5.0

土質 粘性土 砂質土

k(cm/s） 1.0×10
-5

2.0×10
-2

土質 砂質土 礫質土

k(cm/s） 1.0×10
-2

6.9×10
-4

被覆土厚 (m) 1.0 0.4

留意点 堤脚に水路あり

基礎地盤

堤体

表－１ 検討ケースに採用した実河川堤防の概要 
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(２)検討モデル 

検討２河川堤防おける土質横断図を図-３，４に示す。また、連続ドレーンの排水部における透水係数は既

往研究を踏まえ、ks=1.0×100cm/sec（t=75mm）に設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．検討結果 

・図-５にＳ川およびＭ川堤防に対し連続

ドレーン設置前、および設置後のベクトル

図を示す。また、表-２に盤ぶくれに対す

る安全性評価を示す。両河川堤防において、

連続ドレーンを伝わり被覆土層下部に堆

積する透水層の浸透圧が消散することに

より、盤ぶくれに対する安全性が向上し、

所用の安全性を確保している。 

Ｓ川における検討結果 Ｍ川における検討結果 
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図―５ Ｓ川およびＭ川堤防の連続ドレーン設置前後におけるベクトル図 

４．おわりに 

・実河川堤防を対象に浸透流解析モデルを用いて連続ドレーンの効果検証を行った結果、盤ぶくれに対する有

効性を確認することができた。今後は、連続ドレーンの実用化に向け細分構造を検討するとともに、実験的な

検証を行う必要がある。 
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ケース

１.被覆土層重
量

Ｇ(kN/m2）

２.被覆土底面
に作用する
揚圧力Ｗ
(kN/m2）

現況 17.50 21.39 0.82 OUT

連続ドレーン設置 17.50 12.55 1.39 OK

現況 13.04 28.68 0.45 OUT

連続ドレーン設置 13.04 13.01 1.00 OK

Ｇ／Ｗ

表－２ 盤ぶくれに対する安全性評価 
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